
自分でできることは自分で！

この時期の児童は好奇心が旺盛となり、自立心も芽生えてくること

から、何事に関しても自分でやろうとすることが多くなります。自分

でできることは自分でさせるようにしていくことが大切です。

しかし、自主的に行動しても上手くいかないことも多いので、家庭

での温かい励ましや助言が大切です。特に、児童のつまずきや苦手意

識をもっている事柄に関しては、粘り強く支援していくことが児童の

やる気につながっていきます。

時間を意識させ、けじめを付けさせることは、自律心や学習へ集中

力を高めることにつながっていきます。低学年では褒めてもらうこと

で約束事への意欲をもちますが、中学年では慣れの感覚から、これま

で守っていた習慣が乱れがちになります。家庭で話し合い、約束事を

分かりやすく再確認し、児童が自分から意識して約束事を守れるよう

に働きかけることが大切です。

低学年に比べ、学習範囲の広がりや学習内容の深化により、学習内

容の定着に関して個人差が出てくる時期です。そのようなときは、友

達や兄弟・姉妹と比べたりするのではなく、その児童の「やる気」を

見逃さないようにして、褒めたり励ましたりすることで意欲を引き出

していくことが重要になります。

規則正しい生活の再確認を！

意欲を引き出す言葉かけを！

めあて

自分から学習に向かう習慣を身に付ける
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３年生の 家庭学習

おすすめの 学しゅうは…

◆読書をする。

◆2年生でならったかん字のふくしゅうをする。

◆九九をとなえる。

◆2年生でならった計算のふくしゅうをする。

◆インターネット（NHK for school など）を見て、

よしゅうやふくしゅうをする。

◆作文や日記を書く。

◆プリントやテストのもんだいをもう一どとく。

◆けんばんハーモニカのれんしゅうをする。

◆なわとびをする。

◆こん虫やしょくぶつをかんさつする。

やることをきめてつづけましょう！

●しゅう中してやりましょう。

●ていねいに書きましょう。

●おわったら、見なおしをかならずしましょう。

国語は
○ないようがあい手につたわるようくふうして音読しましょう。

○書きじゅんや「とめ」「はね」「はらい」に気をつけて書きましょう。

○作文は「はじめ」「中」「おわり」を考えて書きましょう。

算数は
○見やすくノートに書きましょう。

○まちがえたところは、かならずもう一どやりましょう。

○じょうぎをつかうところは、かならずつかいましょう。

○しきや答え、図などが正しくできたか、かくにんしましょう。

学しゅう名人に

チャレンジ

してみよう


